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平素より愛知県芸術劇場の活動につきまして、ご理解・ご支援賜りありがとうございます。 

さて、見出しのとおりプレスリリースを送付いたします。 

ご多忙中恐縮ですが、ご一読の上、ご取材等いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

2018 年 9月 19 日 （水） 

愛   知   県   芸   術   劇   場 

（公益財団法人愛知県文化振興事業団） 

広報・マーケティンググループ 

☎ 052-955-5506 

 

 お 問 合 せ    愛知県芸術劇場（公益財団法人愛知県文化振興事業団）  

広報・マーケティンググループ（小出・武石） 企画制作グループ（山本） 

〒461-8525 名古屋市東区東桜 1-13-2  ☎ 052-955-5506  Fax 052-971-5541 

E-mail： mkt@aaf.or.jp   http://www.aac.pref.aichi.jp/ 

 



 

第 17 回 AAF 戯曲賞受賞記念公演 『シティⅢ』 

毎年「戯曲とは何か？」をテーマに、上演を前提とした戯曲を

募る“AAF 戯曲賞”。第 17 回目となる今回は、全国から集まった

89 作品の中から最終審査に 5作品がノミネートされ、演劇プロ

ジェクト「円盤に乗る派」代表・カゲヤマ気象台の『シティⅢ』が大

賞となり、当劇場にて上演することが決定いたしました。 

『シティⅢ』は、文明が一度滅び、再興したはるか未来の荒野

が舞台。荒野のはずれにできた小さな町で泥棒、旅芸人、爆弾屋、 

占い師、老人といった人々がゆっくり悲劇に巻き込まれながらも希望

を見出していく、『シティ』シリーズの最終章です。 

「汎都市、みたいなものを想像して『シティ』という作品を書いていました。いろんな都市で、いろ

んな人の中で、この作品の言葉がいったいどういうことになるのか、見届けたい気持ちでいます」と

カゲヤマ気象台が語るように、多くの方に演劇の新たな可能性をお楽しみいただければと思います。 

 

本作の演出に白羽の矢が立ったのは、演出家ではなくダンサ

ーの捩子ぴじん。「カゲヤマ気象台の淡々とした言葉を表現する

には、身体的な視点を持つ方が適しているのでは」という、劇場

担当プロデューサーの思いから実現いたしました。  

「観客の想像力が作り出すイメージとともに、舞台上に存在する

ものそのものの力強さも感じてもらえる作品世界にしたい。戯曲に

は遠い未来の過酷な状況で生きる人々の姿が描かれているが、 

上演を通して未来や希望という言葉の意味についてあらためて考 

えてみたい」と、捩子ぴじんは自身初となる演劇演出への意気込 

みを語ります。 

出演者も伝統舞踊家やダンサーなど、役者に限らず様々な世界で活躍する人物が集結いたし

ました。それぞれの世界から越境をしてひとつの戯曲に挑む「第 17 回 AAF 戯曲賞受賞記念公

演」に是非ご期待ください。 

10 月 27日（土）14時公演の終演後には、舞台の感想を観客同士で気軽に話せる「シアターミー

ティング‘『シティⅢ』を語ろう’」を開催。28 日（日）16 時からは、批評家・佐々木敦が行なう「鑑賞＆

レビュー講座」など、様々な関連事業をご用意しております。いずれも参加無料（事前申込み制）で

気軽に体験できるものばかりです。この機会にぜひ、ご取材・ご紹介を検討いただきますようお願い

いたします。 

 

身体と言葉の表現に真正面から向き合う新たなクリエイションへの挑戦 

関連事業に参加することでより作品を深く楽しめる 

サウンドパフォーマンス・プラットフォーム 2016

（2016 年 2 月 28 日）に、ダンサーとして出演

した捩子ぴじん（右） ©羽鳥直志 

 

公開審査会の様子（2017 年 12 月 17 日） 

3 時間半の熱い議論の末、『シティⅢ』が

大賞に選ばれた。 



 

作 ： カゲヤマ気象台 （劇作家） 

1988 年静岡県浜松市生まれ。早稲田大学第一文学部卒。演劇プロジェク

ト「円盤に乗る派」代表。劇作・演出・音響デザインを手がける。 

2015 年度よりセゾン文化財団ジュニア・フェローに選出。 

 

 

 

 

 

 

 

演出 ： 捩子
ね じ

ぴじん （ダンサー） 

2000年から 04年まで大駱駝艦に所属し、麿赤兒に師事する。舞踏で培わ

れた特異な身体を元に、自身の体に微視的なアプローチをしたソロダンス

や、ダンサーの体を物質的に扱った振付作品を発表する。ダンス作品の他

に、様々なジャンルのアーティストとの共同作業にも参加し、障がいをもっ

た人たちとのワークショプや公演も行う。11 年、横浜ダンスコレクション EX

審査員賞、フェスティバルトーキョー公募プログラム F/T アワード受賞。16

年、韓国・光州でアジアンアーツシアターが企画する Our Masters「土方巽」

のキュレーターを務める。17 年より京都在住。 生活にダンスの杭を打ち込

むべく“ダンサーズ”を主催し、定期練習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

© Rody Shimazaki 



 

 公 演 情 報  

 

公 演 名｜ 第１７回ＡＡＦ戯曲賞受賞記念公演 『 シティⅢ 』 

 

日   時｜ 2018 年 

10 月 26 日（金） 19:00 開演★ 

10 月 27 日（土） 14:00 開演◎◆/19:00 開演☆★ 

10 月 28 日（日） 14:00 開演☆ 

※ 受付・ロビー開場は開演 45 分前／客席開場は開演 15 分前 

★=アフタートーク 

☆=プレトーク（開演 40 分前～、小ホールロビーにて） 

◎=シアターミーティング（公演終了後、小ホールロビーにて） 

◆日本語ポータブル字幕あり(事前申込：ｗｓ2＠aaf.or.jp) 

 

会   場｜ 愛知県芸術劇場 小ホール 

 

スタッフ ｜ 作：カゲヤマ気象台   演出：捩子ぴじん 

美術：佐々木文美、照明：藤原康弘、衣裳：清川敦子、音楽：安野太郎、音響：山口剛※、 

映像：山田晋平・嶋田好孝、ドラマトゥルク：伊藤拓 

舞台監督：神谷俊貴、プロダクションマネージャー：世古口善徳※、プロデューサー：山本麦子※ 

イラスト・チラシデザイン：高橋由季・カヤヒロヤ 

※愛知県芸術劇場 

 

出   演｜  佐久間新、清水穂奈美(かもめマシーン)、西尾佳織(鳥公園)、増田美佳、松井壮大 

 

入 場 料 金｜  全席自由・整理番号付 一般 3,000 円  U25 1,000 円 

※ U25 は公演日に 25歳以下対象（要証明書） 

※ 未就学児入場不可。託児サービスあり（対象：満 1歳以上の未就学児・有料・要予約）。 

※ 車椅子でご来場の方は、劇場事務局（TEL 052-971-5609）まで、事前にご連絡ください。 

※ やむを得ない事情により、内容・出演者等が変更する場合があります。 

※ 開演後の入場はお待ちいただく場合があります。 

 

発売日時｜  2018 年 8月 24 日(金) 10:00～ 

販売場所｜  ○愛知県芸術劇場オンラインチケットサービス   http://www.aac.pref.aichi.jp/gekijyo/syusai/ 

             ○愛知芸術文化センタープレイガイド ☎052-972-0430 

※平日 10:00-19:00 土日祝休 10:00-18:00 （月曜定休／祝休日の場合､翌平日） 

a○チケットぴあ ☎0570-02-9999 (P コード 488-337) 

A＜購入方法によりチケット代金のほかに手数料が必要になる場合があります。＞ 



 

託児サービス｜  開場から終演までトットメイトによる託児サービスを実施します。 

対象：満１歳以上の未就学児 

料金：１名につき 1,000 円（税込） 

申込締切：10 月 19 日（金） 

お申込み・お問合せ  トットメイト TEL 0120-01-6069 （受付時間 9:00～17:00） 

 

助   成｜ 文化庁文化芸術振興費補助金 （劇場・音楽堂等機能強化推進事業） 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

協   力｜京都芸術センター・ECHOES 

主催・企画・製作｜ 愛知県芸術劇場 

 

 関連事業  

申込方法等の詳細は、ウェブサイトをご覧ください。 

① 高校生限定「ゲネプロ公開」 

普段、舞台芸術に触れる機会の少ない若い世代の方に是非舞台に親しんでいただきたく、 

ゲネプロ（本番同様の最終リハーサル）にご招待します。終了後、質疑応答を行います。 

日時 ： 10 月 25 日（木） ※夜の時間帯を予定しております。 

 

② シアターミーティング ‘『シティⅢ』 を語ろう’ 

公演を観終わった後『面白かった』『こう思った』『ここが分からなかった』などの気持ちを誰かに伝えたり、

聞いてみたいと思ったことはありませんか？公演終了後に、舞台の感想を観客同士で気軽に話せる会を

開催します。 

日時 ： 10 月 27 日（土） 14 時の公演終了後 

 

③ 鑑賞＆レビュー講座 「観て、話して、書いてみる」 

作品について考え、作品の観方を知り、作品について他者に伝えていくための鑑賞者のための 

レビュー講座です。 ※公演を観賞された方が対象です。 

日時 ： 10 月 28 日（日） 16:00～18:00 

会場 ： ビデオルーム（愛知芸術文化センター地下 2階 アートプラザ内） 

   講師 ： 佐々木敦（批評家、HEADZ 主宰、ゲンロン批評再生塾主任講師） 


